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産地市場活性化ローン産地市場活性化ローン
りんご生産者対象りんご生産者対象

　

青
森
み
ち
の
く
銀
行
が
弘
果
と
津
軽
り
ん
ご
市
場
と
提
携
し
、

　

青
森
み
ち
の
く
銀
行
が
弘
果
と
津
軽
り
ん
ご
市
場
と
提
携
し
、

り
ん
ご
生
産
者
向
け
の
金
融
支
援
と
し
て
、
運
転
資
金
制
度
「
産

り
ん
ご
生
産
者
向
け
の
金
融
支
援
と
し
て
、
運
転
資
金
制
度
「
産

地
市
場
活
性
化
ロ
ー
ン
」
を
開
発
し
、
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

地
市
場
活
性
化
ロ
ー
ン
」
を
開
発
し
、
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

　

同
制
度
は
、
両
市
場
に
り
ん
ご
を
出
荷
す
る
県
内
の
個
人
事

　

同
制
度
は
、
両
市
場
に
り
ん
ご
を
出
荷
す
る
県
内
の
個
人
事

業
主
と
法
人
が
対
象
で
、
出
荷
し
た
り
ん
ご
売
上
代
金
を
担
保

業
主
と
法
人
が
対
象
で
、
出
荷
し
た
り
ん
ご
売
上
代
金
を
担
保

に
融
資
し
、
営
農
に
限
る
運
転
資
金
と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

に
融
資
し
、
営
農
に
限
る
運
転
資
金
と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

不
動
産
担
保
、
保
証
人
不
要
で
、
借
り
入
れ
し
や
す
く
な
っ
て

不
動
産
担
保
、
保
証
人
不
要
で
、
借
り
入
れ
し
や
す
く
な
っ
て

お
り
ま
す
。
金
利
に
つ
い
て
は
、
青
森
み
ち
の
く
銀
行
所
定
の

お
り
ま
す
。
金
利
に
つ
い
て
は
、
青
森
み
ち
の
く
銀
行
所
定
の

固
定
金
利
で
、農
業
共
済
に
加
入
し
て
い
る
場
合
は
、年
０
・
２
％

固
定
金
利
で
、農
業
共
済
に
加
入
し
て
い
る
場
合
は
、年
０
・
２
％

金
利
を
引
き
下
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
融
資
の
期
間
は
１
年
、

金
利
を
引
き
下
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
融
資
の
期
間
は
１
年
、

限
度
額
は
３
０
０
万
円
以
内
で
、
市
場
へ
の
出
荷
箱
数
に
よ
り

限
度
額
は
３
０
０
万
円
以
内
で
、
市
場
へ
の
出
荷
箱
数
に
よ
り

変
わ
り
ま
す
。
ま
た
、
両
市
場
に
出
荷
実
績
の
な
い
方
で
も
、

変
わ
り
ま
す
。
ま
た
、
両
市
場
に
出
荷
実
績
の
な
い
方
で
も
、

こ
れ
か
ら
出
荷
す
る
こ
と
で
ご
利
用
で
き
ま
す
。

こ
れ
か
ら
出
荷
す
る
こ
と
で
ご
利
用
で
き
ま
す
。

　

詳
細
は
同
ロ
ー
ン
取
扱
店
（
上
記
参
照
）
へ
ご
来
店
及
び
お

　

詳
細
は
同
ロ
ー
ン
取
扱
店
（
上
記
参
照
）
へ
ご
来
店
及
び
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

尚
、
両
市
場
で
実
施
し
て
い
る
「
り
ん
ご
予
約
金
制
度
」
は

　

尚
、
両
市
場
で
実
施
し
て
い
る
「
り
ん
ご
予
約
金
制
度
」
は

変
わ
ら
ず
に
お
使
い
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、
こ
ち
ら
も
引
き
続

変
わ
ら
ず
に
お
使
い
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、
こ
ち
ら
も
引
き
続

き
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

き
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

弘
果
総
合
研
究
開
発
は

４
月
１
日
、
弘
前
市
小
沢

地
区
に
開
設
し
た
、
り
ん

ご
栽
培
に
お
け
る
作
業
の

効
率
化
、
早
期
多
収
が
期

待
さ
れ
て
い
る
り
ん
ご
高

密
植
栽
培
の
経
営
モ
デ
ル

園
で
、
栽
培
技
術
や
農
業

経
営
を
学
ぶ
農
業
研
修
生

の
任
命
式
を
行
い
ま
し

た
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
令
和

５
年
度
か
ら
始
ま
り
、
り

ん
ご
高
密
植
栽
培
に
経

営
・
研
修
の
視
点
を
取
り

入
れ
、
稼
げ
る
グ
ロ
ー
バ

第第
22
期
研
修
生
任
命

期
研
修
生
任
命

凍 霜 害凍 霜 害
防 止 対 策 を防 止 対 策 を
万全にしましょう万全にしましょう

弘果総研りんご高密植栽培経営モデル園弘果総研りんご高密植栽培経営モデル園

第２期研修生に任命された相馬さん第２期研修生に任命された相馬さん
ル
人
財
の
育
成
・
独
立

を
サ
ポ
ー
ト
し
、
成
長

産
業
と
し
て
の
農
業
ビ

ジ
ネ
ス
を
創
出
す
る
の

が
ね
ら
い
で
す
。
令
和

６
年
度
に
は
１
期
生
２

名
が
任
命
さ
れ
、
現
在

研
修
に
励
ん
で
い
ま

す
。

　

任
命
式
で
は
、
２
期

生
と
な
る
相
馬
正
哉
さ

ん
（
33
）
が
、
同
社
葛

西
憲
之
社
長
か
ら「『
稼

げ
る
農
業
』
と
し
て
の

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
確
立

に
向
け
て
、
環
境
が

整
っ
て
い
る
当
園
地

で
の
研
修
を
基
に
、

将
来
的
な
り
ん
ご
産

業
の
担
い
手
と
し
て

の
活
躍
に
期
待
し
て

い
ま
す
」
と
激
励
を

受
け
、
任
命
書
と
テ

キ
ス
ト
を
受
け
取
り

ま
し
た
。
研
修
生
は

同
社
社
員
と
し
て
２

年
間
、
り
ん
ご
高
密

植
栽
培
全
般
の
他
、

シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ

ト
等
、
他
品
目
に
つ

い
て
も
学
ん
で
い
き

ま
す
。
１
人
50
㌃
の

研
修
園
地
が
割
り
当

て
ら
れ
、
研
修
終
了

後
は
そ
の
園
地
を
有

償
提
供
と
い
う
形
で

独
立
を
目
指
し
て
い

き
ま
す
。

　

相
馬
さ
ん
は
「
担

い
手
不
足
と
言
わ
れ

て
い
る
り
ん
ご
産
業

を
、
自
分
も
含
め
て

若
い
力
で
盛
り
上

げ
、
少
し
で
も
り
ん

ご
産
業
に
貢
献
で
き

る
よ
う
に
頑
張
り
た

い
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

共に研修に励む第１期研修生２名と相馬さん共に研修に励む第１期研修生２名と相馬さん

令和６年産りんご止市令和６年産りんご止市
令和７年４月２５日（金）令和７年４月２５日（金）
弘果りんご部弘果りんご部 津軽りんご市場津軽りんご市場
午前午前 88時から時から 午前午前 1010 時から時から

未来の担い手に期待高まる未来の担い手に期待高まる

台湾産台湾産金金
きんさんきんさん

鑽鑽パイナップル好評販売中パイナップル好評販売中

試食販売で金鑽パイナップルの美味しさを発信する試食販売で金鑽パイナップルの美味しさを発信する

2025 シーズンニュース
上山坊平高原FISスプリングカップ上山坊平高原FISスプリングカップ

　

Ｆ
Ｉ
Ｓ
（
国
際
ス
キ
ー
・
ス

ノ
ー
ボ
ー
ド
連
盟
）
ス
プ
リ
ン
グ

カ
ッ
プ
が
３
月
22
日
、
23
日
、
山

形
県
上
山
市
で
行
わ
れ
、
弘
果
Ｓ

Ｒ
Ｃ
（
ス
キ
ー
レ
ー
シ
ン
グ
ク
ラ

ブ
）
の
土
屋
正
恵
選
手
、
横
濱
汐

莉
選
手
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

22
日
の
女
子
５
㌔
ク
ラ
シ
カ
ル

競
技
で
は
、
土
屋
選
手
が
実
力
を

発
揮
し
優
勝
、
横
濱
選
手
が
４
位

入
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　

23
日
の
女
子
10
㌔
フ
リ
ー
で

３
月
３
月
2222
日
（
土
）

日
（
土
）

女
子
５
㌔
ク
ラ
シ
カ
ル

女
子
５
㌔
ク
ラ
シ
カ
ル

１
位　

土
屋　

１
位　

土
屋　

1515
分分
5050
秒
２
秒
２

４
位　

横
濵　

４
位　

横
濵　

1616
分分
4343
秒
９
秒
９

３
月
３
月
2323
日
（
日
）

日
（
日
）

女
子
女
子
10
㌔
フ
リ
ー

１
位　

土
屋　

１
位　

土
屋　

2626
分分
5656
秒
２
秒
２

３
位　

横
濵　

３
位　

横
濵　

2828
分分
2929
秒
８
秒
８

大
会
結
果

は
、
土
屋
選
手
が
２
位
以
下
に
50

秒
以
上
の
差
を
つ
け
優
勝
、
横
濱

選
手
も
健
闘
し
３
位
と
な
り
、
２

人
揃
っ
て
表
彰
台
に
上
り
ま
し

た
。

　

ま
た
、
大
会
で
は
両
日
と
も
弘

　

台
湾
産
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル「
金
鑽（
き

ん
さ
ん
）」
は
、
台
湾
で
生
産
量
の

約
８
割
を
占
め
る
主
力
品
種
で
、「
芯

ま
で
甘
い
」
と
人
気
を
集
め
て
い
ま

す
。

　

こ
の
ブ
ラ
ン
ド
パ
イ

ナ
ッ
プ
ル
の
美
味
し
さ

を
青
森
県
内
外
に
広
め

る
取
り
組
み
と
し
て
当

社
で
は
、
積
極
的
な
販

売
促
進
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

特
に
弘
前
市
内
を
中

心
に
、
各
地
の
量
販
店

で
、
当
社
ス
タ
ッ
フ
に

よ
る
試
食
販
売
を
行
っ

て
い
ま
す
。
試
食
し
た

方
々
は
「
数
年
前
の

ニ
ュ
ー
ス
で
台
湾
産
パ

イ
ナ
ッ
プ
ル
が
話
題
に

上
が
っ
た
時
に
は
、
食

べ
る
に
至
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
今
回
実
際
に

食
べ
て
み
て
、
と
て
も

美
味
し
く
い
た
だ
き
ま

し
た
」
と
話
し
、
ま
た

「
初
め
て
食
べ
ま
し
た

が
、
圧
倒
的
な
甘
さ
と

香
り
の
良
さ
に
驚
き
、

思
わ
ず
購
入
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。
家
族
に
も

好
評
で
し
た
ら
、
ま
た

買
い
た
い
と
思
い
ま

す
」
と
話
し
て
い
ま
し

た
。

果
か
ら
応
援
団
が
駆
け
付
け
ま
し

た
。
コ
ー
ス
脇
に
の
ぼ
り
旗
を
立

て
、
横
断
幕
を
掲
げ
大
き
な
声
援

を
送
り
、
選
手
の
活
躍
を
後
押
し

し
ま
し
た
。

　

今
シ
ー
ズ
ン
最
後
の
レ
ー
ス

を
終
え
、
土
屋
・
横
濱
両
選
手

は
「
シ
ー
ズ
ン
を
通
し
て
皆
さ
ん

が
応
援
し
て
く
れ
た
お
か
げ

で
、
良
い
結
果
を
残
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
」
と
応
援
に

駆
け
付
け
た
弘
果
応
援
団

に
、
感
謝
を
伝
え
ま
し
た
。 青森から駆け付けた弘果応援団青森から駆け付けた弘果応援団

土屋正恵選手土屋正恵選手

横濵汐莉選手横濵汐莉選手



ひ ろ か だ よ り （2）

家
業
で
あ
る
「
農
業
」
に
希
望
を
見
出
し
、
夢
に

向
け
努
力
す
る
期
待
の
後
継
者
を
紹
介
し
ま
す
。

【
園
地
所
在
地
】　

お
い
ら
せ
町
堀
切
川

（
ほ
っ
き
り
か
わ
）

【
作
付
状
況
】　

い
ち
ご
（
と
ち
お
と
め
・

さ
ち
の
か
）・
ハ
ウ
ス
８
棟
（
30
㌃
）

【
就
農
年
】　

２
０
２
２
年

【
き
っ
か
け
】
い
ち
ご
栽
培
を
中
心
と
す

る
農
家
に
生
ま
れ
育
ち
ま
し
た
。
家
業
を

見
て
、
時
に
は
手
伝
っ
て
い
た
こ
と
も
あ

り
、
農
業
に
興
味
が
湧
き
、
高
校
は
農
業

け
い
　
じ

け
い
　
じ

堀
川
　
敬
司

堀
川
　
敬
司
さ
ん
さ
ん

（29）（29）

　

八
戸
市
市
川
地
区
は
い

ち
ご
生
産
が
盛
ん
で
、
青

森
県
内
最
大
の
産
地
と
し

て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

同
地
区
の
八
戸
苺
生
産

【
弘
果
昇
格
者
及
び
異
動
者
】（　
　

）
内
は
前
所
属

▼
出
向 

弘
果
総
合
研
究
開
発
部
長
（
総
務
部
部
長

代
理
〈
人
事
課
担
当
〉）
高
杉
安
記
子
▼
出
向 

弘
果

物
流
次
長
（
同
課
長
）
福
士
武
俊
▼
出
向 

弘
果
物

流
次
長
（
同
課
長
）
三
浦
　
淳
▼
そ
菜
部
次
長
兼
２

課
課
長
（
同
３
課
課
長
）
小
野
鉄
幸
▼
総
務
部
部
長

代
理
〈
人
事
課
・
総
務
開
設
課
担
当
〉（
出
向 

弘
果

物
流
課
長
）
齊
藤
貴
継
▼
花
き
部
次
長
（
花
き
部
花

き
課
課
長
）
森
　
悟
▼
果
実
部
１
課
課
長
（
そ
菜
部

２
課
課
長
代
理
）
白
戸
正
孝
▼
花
き
部
花
き
課
課

長
（
同
課
長
補
佐
）
深
堀
耐
二
▼
出
向 

津
軽
り
ん

ご
市
場
課
長
（
同
課
長
代
理
）
一
戸
千
佳
子
▼
出
向 

津
軽
り
ん
ご
市
場
課
長
（
同
課
長
代
理
）
齋
藤
　
誠

▼
り
ん
ご
１
部
２
課
課
長
補
佐
（
同
係
長
）
鳴
海
和

真
▼
総
務
部
経
理
課
課
長
代
理
（
同
係
長
）
鈴
木
達

弘
▼
出
向 

津
軽
り
ん
ご
市
場
課
長
補
佐
（
同
係
長
）

高
杉
雄
樹
▼
り
ん
ご
２
部
農
産
指
導
課
課
長
代
理

（
同
係
長
）
成
田
賢
正
▼
総
務
部
総
務
開
設
課
課
長
補
佐
（
同

係
長
）
左
　
爽
▼
貿
易
部
輸
入
果
実
課
係
長
（
同
主
任
）
鈴
木

健
司
▼
り
ん
ご
２
部
５
課
係
長
（
同
主
任
）
佐
藤
雄
大
▼
そ
菜

部
１
課
係
長
（
同
２
課
主
任
）
嘉
瀬
俊
哉
▼
り
ん
ご
２
部
管
理

課
主
任（
同
係
）工
藤
真
聖
▼
出
向 

津
軽
り
ん
ご
市
場
主
任（
同

係
）
外
﨑
奨
弥
▼
り
ん
ご
１
部
１
課
主
任
（
同
係
）
笹
舘
海
斗

▼
り
ん
ご
１
部
２
課
主
任
（
同
係
）
笹
森
一
晴
▼
り
ん
ご
２
部

農
産
指
導
課
主
任
（
同
係
）
成
田
彩
華
▼
出
向 

津
軽
り
ん
ご

市
場
主
任（
同
係
）佐
藤
玲
美
▼
精
算
部
営
業
事
務
課
主
任（
同

係
）
工
藤
愛
夢
▼
そ
菜
部
２
課
主
任
（
同
３
課
係
）
佐
藤
　
蓮

▼
出
向 

弘
果
物
流
主
任
（
同
係
）
長
尾
隆
秀
▼
出
向 

津
軽
り

ん
ご
市
場
主
任（
同
係
）相
坂
太
陽
▼
精
算
部
精
算
課
主
任（
同

係
）
成
田
拓
二
▼
果
実
部
２
課
主
任
（
同
係
）
田
沢
祥
平
▼
総

務
部
経
理
課
主
任
（
同
係
）
木
村
幸
美

▼
出
向 

弘
果
物
流
課
長
（
果
実
部
１
課
課
長
）
成
田
　
充
▼

そ
菜
部
３
課
課
長
（
り
ん
ご
２
部
４
課
課
長
）
笹
　
昭
人
▼
そ

菜
部
包
装
課
課
長
（
総
務
部
総
務
開
設
課
課
長
）
猪
股
江
美
子

▼
総
務
部
総
務
開
設
課
課
長
兼
弘
前
水
産
地
方
卸
売
市
場
管
理

室
長
（
出
向 

弘
果
総
合
研
究
開
発
課
長
）
水
嶋
幸
子
▼
そ
菜

部
３
課
課
長
補
佐
（
同
２
課
課
長
代
理
）
堺
　
伸
行
▼
そ
菜
部

２
課
課
長
代
理
（
同
３
課
課
長
補
佐
）
貴
田
克
博
▼
出
向 

弘

果
物
流
係
長
（
そ
菜
部
包
装
課
係
長
）
森
佳
緒
利
▼
出
向 

弘

果
り
ん
ご
園
係
長
（
総
務
部
総
務
開
設
課
係
長
）
工
藤
宗
光
▼

総
務
部
人
事
課
係
長
（
出
向 

弘
果
物
流
係
長
）
成
田
由
佳
▼

り
ん
ご
２
部
５
課
係
長
（
り
ん
ご
１
部
１
課
係
長
）
太
田
裕
介

▼
そ
菜
部
１
課
係
長
（
同
２
課
係
長
）
久
米
田
雄
樹
▼
そ
菜
部

２
課
係
長
（
同
３
課
係
長
）
山
崎
　
秦
▼
総
務
部
人
事
課
〈
社

長
秘
書
〉
主
任
（
同
総
務
開
設
課
〈
社
長
秘
書
〉
主
任
）
佐
藤

理
乃
▼
り
ん
ご
２
部
管
理
課
係
（
果
実
部
１
課
係
）
藤
田
琴
海

▼
そ
菜
部
２
課
係
（
同
１
課
係
）
北
川
　
響
▼
そ
菜
部
３
課
係

（
貿
易
部
輸
入
果
実
課
係
）
村
元
流
星
▼
精
算
部
営
業
事
務
課

係
（
同
精
算
課
係
）
伊
藤
旦
叶
莉
▼
り
ん
ご
１
部
１
課
係
（
果

実
部
２
課
係
）
村
上
颯
太
▼
り
ん
ご
１
部
１
課
係
（
り
ん
ご
１

部
２
課
係
）
山
本
　
悠
▼
そ
菜
部
１
課
係
（
同
２
課
係
）
西
田

愛
笑
▼
精
算
部
精
算
課
係
（
同
営
業
事
務
課
係
）
大
髙
莉
奈

【
弘
果
新
規
採
用
】（　
　

）
内
は
配
属
先

　
弘
果
グ
ル
ー
プ
人
事
異
動
（
４
月
１
日
付
）
が
次

　
弘
果
グ
ル
ー
プ
人
事
異
動
（
４
月
１
日
付
）
が
次

の
と
お
り
決
ま
り
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
い
た
し

の
と
お
り
決
ま
り
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
い
た
し

ま
す
。

ま
す
。

弘
果
グ
ル
ー
プ
職
員
人
事
異
動

弘
果
グ
ル
ー
プ
職
員
人
事
異
動

令和 7年度は新入社員 7名が入社しました令和 7年度は新入社員 7名が入社しました

今が今が

八 戸 い ち ご八 戸 い ち ご

高
校
に
進
学
し
ま
し
た
。
漠
然
と

家
業
を
継
承
し
た
い
と
い
う
気
持

ち
は
あ
り
ま
し
た
が
、
社
会
勉
強

を
兼
ね
て
他
の
仕
事
を
し
て
み
た

い
と
い
う
気
持
ち
が
強
ま
り
、
卒

業
後
は
事
務
系
の
仕
事
に
就
き
ま

し
た
。
家
業
の
手
伝
い
は
継
続
し

て
お
り
、
あ
る
時
、
職
場
へ
い
ち
ご
を
差
し

入
れ
し
た
際
、
そ
の
美
味
し
さ
に
感
動
し
て

い
る
様
子
を
見
て
、
漫
然
と
作
っ
て
い
た
い

ち
ご
が
「
感
動
さ
れ
る
逸
品
」
で
あ
る
こ
と

を
認
識
し
、「
感
動
さ
せ
る
側
」
と
し
て
美

味
し
い
い
ち
ご
を
作
っ
て
い
き
た
い
と
い
う

気
持
ち
が
湧
い
て
き
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
が

き
っ
か
け
と
な
り
、
家
業
を
継
ぐ
意
思
を
固

め
、
本
格
的
に
就
農
し
ま
し
た
。

【
現
在
】手
伝
い
だ
け
で
は
見
え
て
こ
な
か
っ

た
、
気
持
ち
だ
け
で
は
乗
り
越
え
ら
れ
な
い

農
業
の
厳
し
さ
を
目
の
当
た
り
に
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
い
ち
ご
栽
培
で
「
飯
を
食
べ

て
い
く
」
と
決
め
た
以
上
、
家
族
経
営
で
す

が
、「
甘
え
」
や
「
妥
協
」
せ
ず
、
真
摯
に

い
ち
ご
と
向
き
合
い
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

家
族
は
勿
論
、
所
属
し
て
い
る
八
戸
苺
生
産

組
合
の
皆
さ
ん
か
ら
、
栽
培
技
術
や
管
理
方

法
、
出
荷
に
つ
い
て
等
、
様
々
な
形
で
協
力

し
て
い
た
だ
き
感
謝
し
て
い
ま
す
。
い
ち
ご

産
地
を
盛
り
上
げ
、
活
性
化
さ
せ
て
い
く
た

め
、
組
合
の
一
員
と
し
て
、
品
質
、
食
味
に

こ
だ
わ
っ
た
い
ち
ご
を
生
産
し
て
い
き
ま

す
。

【
夢
・
展
望
】
所
属
し
て
い
る
組
合
で
も
、

後
継
者
不
足
等
か
ら
組
合
員
の
数
が
減
少
し

て
い
ま
す
。
諸
先
輩
方
が
築
い
て
き
た
地
域

の
産
業
で
あ
る
い
ち
ご
生
産
を
途
絶
え
さ
せ

な
い
た
め
に
も
、
仕
事
と
し
て
の
い
ち
ご
生

産
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
興
味
を
持
っ
た

人
を
就
農
へ
と
つ
な
げ
て
い
く
取
り
組
み

を
、
地
域
産
業
の
維
持
、
発
展
、
活
性
化
に

向
け
て
、
地
域
ぐ
る
み
で
考
え
て
い
け
れ
ば

と
考
え
て
い
ま
す
。

【
座
右
の
銘
】「
戦
い
と
は
、
常
に
二
、三
手

先
を
読
ん
で
行
う
も
の
だ
！
」
ア
ニ
メ
や

ゲ
ー
ム
を
通
じ
て
知
っ
た
名
作「
ガ
ン
ダ
ム
」

シ
リ
ー
ズ
の
「
ジ
オ
ン
の
赤
い
彗
星
」
シ
ャ

ア
・
ア
ズ
ナ
ブ
ル
の
言
葉
で
す
。
次
に
何
が

起
こ
る
か
、
そ
れ
に
ど
う
対
処
す
る
か
、
考

え
て
行
動
す
る
べ
き
で
あ
り
、
楽
観
で
行
動

せ
ず
、
二
手
目
に
つ
な
が
る
一
手
目
を
無
駄

の
な
い
形
で
考
え
る
と
い
う
意
味
合
い
が
あ

り
ま
す
。
自
分
の
人
生
で
、
常
に
二
、三
手

先
を
考
え
て
き
た
か
と
言
わ
れ
る
と
自
信
が

あ
り
ま
せ
ん
が
、
自
分
な
り
の
最
善
、
最
適

な
判
断
を
様
々
な
局
面
で
下
せ
る
よ
う
に
、

先
を
読
め
る
力
を
養
っ
て
い
け
る
よ
う
に
励

ん
で
い
き
た
い
で
す
。

組
合
の
木
村
武
美
組
合
長
の
ハ
ウ
ス
で

は
現
在
、
収
穫
が
ピ
ー
ク
を
迎
え
て
い

ま
す
。

　

木
村
組
合
長
は
今
シ
ー
ズ
ン
の
い
ち

ご
に
つ
い
て
「
一
昨
年
ほ
ど
で
は
な
い

で
す
が
、
昨
年
の
夏
の
高
温
の
影
響
で

病
害
が
発
生
し
、苗
の
本
数
が
少
な
く
、

そ
れ
に
伴
い
生
産
、
出
荷
量
が
少
な
い

状
況
で
す
。
組
合
で
は『
と
ち
お
と
め
』

を
中
心
に
、『
さ
ち
の
か
』『
紅
ほ
っ
ぺ
』

を
作
付
け
し
て

い
ま
す
が
、
品

質
的
に
は
各
品

種
と
も
に
良
好

で
、
食
味
良
く

仕
上
が
っ
て
い

ま
す
」と
話
し
、

い
ち
ご
栽
培
の

今
後
に
つ
い
て

「
組
合
が
結
成

さ
れ
て
65
年
と

な
り
ま
す
。
組

合
及
び
八
戸
の
い
ち
ご
栽

培
を
絶
や
さ
な
い
た
め
に

も
、
現
在
生
産
し
て
い
る

品
種
の
他
、
新
し
い
品
種

に
も
着
目
し
、
昨
年
度
か

ら
期
待
の
品
種
『
よ
つ
ぼ

し
』
の
栽
培
、
生
産
に
取

り
組
み
、
組
合
の
主
力
品

種
の
一
つ
に
な
る
よ
う
に

力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
培
っ
て
き
た
栽
培

技
術
を
後
進
に
惜
し
み
な

く
伝
え
、
後
継
者
育
成
、

新
規
参
入
を
促
し
て
、
産

地
活
性
化
に
努
め
て
い
き

た
い
」
と
展
望
し
て
い
ま

し
た
。

　

同
組
合
の
い
ち
ご
の
収

穫
は
６
月
頃
ま
で
行
わ

れ
、
弘
果
を
は
じ
め
県
内

の
青
果
市
場
へ
出
荷
さ
れ

ま
す
。

品質は良好と話す木村組合長品質は良好と話す木村組合長

▼
藤
田
悠
雅〈
出
向 

弘
果
総
合
研
究
開
発
〉▼
佐
藤
瑠
唯〈
総

務
部
総
務
開
設
課
〉
▼
佐
藤
　
葵
〈
り
ん
ご
２
部
農
産
指
導

課
〉
▼
和
田
静
空
〈
精
算
部
営
業
事
務
課
〉
▼
田
中
斗
和
▼

葛
西
美
羽
▼
藤
田
優
那
〈
以
上
担
当
役
員
付
〉

【
弘
果
退
職
者
】（　
　

）
内
は
最
終
所
属

▼
小
田
桐
光
明
（
そ
菜
部
荷
受
資
材
課
課
長
）
▼
野
崎
富
栄

（
出
向 

弘
果
り
ん
ご
園
課
長
）
▼
青
田
良
仁
（
出
向 

弘
果

総
合
研
究
開
発
課
長
）
▼
白
戸
大
樹
（
貿
易
部
輸
入
果
実
課

課
長
補
佐
）
▼
葛
西
雅
俊
（
り
ん
ご
２
部
５
課
係
長
）
▼
須

藤
一
美
（
そ
菜
部
１
課
係
長
）
▼
白
戸
隆
行
（
出
向 

津
軽

り
ん
ご
市
場
主
任
）
▼
今
　
唯
斗
（
出
向 

津
軽
り
ん
ご
市

場
係
）
▼
今
　
紀
貴
（
り
ん
ご
２
部
農
産
指
導
課
係
）
▼
鳴

海
あ
さ
ひ
（
出
向 

津
軽
り
ん
ご
市
場
係
）
▼
小
林
萌
子
（
精

算
部
営
業
事
務
課
係
）［
以
上
３
月
31
日
付
］

　

尚
、
小
田
桐
光
明
氏
は
、
弘
果
嘱
託
職
員
と
し
て
、
引
き

続
き
勤
務
い
た
し
ま
す
。

【
津
軽
り
ん
ご
市
場
昇
格
者
】（　
　

）
内
は
前
所
属

▼
出
向 

弘
果
そ
菜
部
包
装
課
課
長
補
佐
（
同
係
長
）
濱
舘

俊
明
▼
営
業
部
４
課
課
長
補
佐
（
同
係
長
）
太
田
　
拓
▼
総

務
部
総
務
課
課
長
補
佐
（
同
係
長
）
花
田
杏
里


